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1.はじめに 

登山にともなう代謝的ストレスの増大については、「これを測定すればわかる」という決定的なマーカー

が存在していない。特に高所では、酸素が少ないにもかかわらず酸化ストレスが増加するが、低酸素環

境でのストレス増加のメカニズムや程度についてのデータは限られており、データの集積が欠かせない。

本研究では、低圧・低酸素環境がもたらす影響をシミュレート実験により抽出することによって、抗酸化剤

摂取の改善効果を評価すること、ならびに酸化ストレスを中心とした生体負担の至適パラメータについて

検索を行った。 

 

2.方法 

7名の男子大学生を対象に、616 hPa、室温26℃、湿度60%に設定したチャンバー内で、およそ12時

間の低圧・低酸素暴露実験を行った(標高4,000m, 酸素濃度 12.8%相当)。暴露中は安静、睡眠とし、特

別な運動は行わせなかった。抗酸化剤には oligonol (アミノアップ化学) を用い、4 名の被験者に

200mg／日で測定前の 10 日間 (OLG 群)、他の 3 名には、プラセボを同期間摂取させた (CTL 群)。

酸化ストレス度の指標には、血清 diacron-reactive oxygen metabolites (d-ROMs) および血清酸化

LDL濃度を、抗酸化能として血清biological antioxidant potential (BAP) を定量した。また、免疫能とし

て、唾液中の IgA、内分泌系の指標として唾液中コルチゾールおよび血漿エリスロポエチンを、心筋スト

レスパラメータとして血清脳性ナトリウム利尿ペプチド (NT-proBNP) を定量した。食事内容は全被験

者で同等とし、水は自由摂取とした。 

 

3.結果と考察 

d-ROMs および BAP は、低圧・低酸素暴露前後で両群とも変動を示さなかった。酸化 LDL 、

NT-proBNP は暴露により上昇傾向を示したが、有意なものではなかった。唾液中コルチゾールについ

てはCTL群で0.13から0.96μg/dl、OLG群で0.16から0.65μg/dlと有意 (p<0.05) な上昇が認め

られた。なお上昇量はCTL群に比しOLG群で有意に低かった (p<0.05)。エリスロポエチンは暴露によ

り両群とも有意な上昇を示し、OLG群では上昇量が小さい傾向を示した。 
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